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リン酸添加量(P2O5　mg/100g)
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図１　土壌中のリン酸が休眠胞子の吸着性に及ぼす影響
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						土壌へのリン酸の添加が根こぶ病発病に及ぼす影響 ドジョウリンサンテンカネコハツビョウオヨエイキョウ

						Ⅰ　リン酸・休眠胞子人工添加土壌の作成 リンサンキュウミンホウシジンコウテンカドジョウサクセイ

						　　供 試 土 壌 ：典型的な発病抑止土壌 キョウシドジョウテンケイテキハツビョウヨクシドジョウ

						　				(黒ボク下層土：鹿沼市) クロボクカソウドカヌマシ

						　　リン酸添加量：P2O5  0,  1000,  2000,  3000,  4000,  5000mg/100g リンサンテンカリョウ

								(オルトリン酸添加後、消石灰でpH(H2O) 5.5に矯正) リンサンテンカゴショウセッカイキョウセイ

						　　休眠胞子添加：ハクサイ罹病根から採取した胞子を0～107/g添加 キュウミンホウシテンカリビョウネサイシュホウシテンカ

						Ⅱ　試験内容 シケンナイヨウ

						①休眠胞子の土壌吸着率の測定：土壌粒子と休眠胞子の比重差を利用 キュウミンホウシドジョウキュウチャクリツソクテイドジョウリュウシキュウミンホウシヒジュウサリヨウ

						②根毛感染試験：ペトリ皿でハクサイを5日間栽培 コンモウカンセンシケンサラニチカンサイバイ

						③ポット栽培試験：温室内でパクチョイを1ヶ月間栽培 サイバイシケンオンシツナイカゲツカンサイバイ

						表２　　リン酸の添加に伴う土壌化学性の変化 ヒョウリンサンテンカトモナドジョウカガクセイヘンカ

						リン酸添加量 リンサンテンカリョウ		pH(H2O)		ＥＣ		Truog-P2O5		リン吸 リンキュウ		CEC

						mg/100g				dS m-1		mg/100g				cmol kg-1

						0		5.6		0.29		2.76		3740		15.6

						1000		5.4		0.40		52.7		3550		18.8

						2000		5.6		0.47		163		3270		24.8

						3000		5.4		0.54		203		2760		29.3

						4000		5.4		0.55		294		2500		36.5

						5000		5.5		0.66		359		2370		43.8
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